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　スチルベンデンドリマーとして，trans 体と cis 体の TMST をコアに導入し，表面置換基にメチルエス
テル基を有する各世代のベンジルエーテル型デンドリマー（m -Gn（n＝-3））を水溶性デンドリマーの前駆
体として合成した。さらに表面置換基を加水分解し，各世代の水溶性デンドリマー（m -GnW）を合成し
た。蛍光スペクトル測定の結果，m -Gn は各世代とも，390nm 付近を極大とする蛍光が観測された。一方，
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m -GnW は世代の増加に伴い，蛍光極大が 424nm から 389nm へと短波長シフトし，ストークスシフトも世
代の増加により減少した。また，m -GnW の第 2，3 世代では，それぞれ 2 成分の寿命が観測され，不均一












溶媒，異性体の効果を検討した。水溶液中で trans 体から cis 体へのみの極めて特異的な光異性化反応を起
こしたことの発見，水溶液中のデンドリマー構造や発光挙動が制御可能であること，周辺置換基の置換位置
により水溶液中で会合体形成が可能であること，疎水場の環境を世代や塩の添加で制御できることなどを明
らかにした研究など，この分野の研究の今後の発展に寄与する重要な発見であり高く評価された。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
